
3 よしかわ議会だより

建
設
生
活
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

改
正職

員
の
通
勤
手
当
及
び
通
勤
に
係

る
費
用
弁
償
の
１
カ
月
当
た
り
の
上

限
額
を
５
万
５
０
０
０
円
と
す
る
も

の
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

給
与
特
例
減
額
措
置
の
影
響
と
１

人
当
た
り
の
減
収
は
。

　

全
体
で
は
、
市
長
・
副
市
長
を

含
め
９
４
６
１
万
円
の
削
減
に
な

る
。
１
人
１
カ
月
当
た
り
、
主
事
級

で
１
万
７
０
０
円
、
課
長
補
佐
級
で

３
万
１
５
０
０
円
な
ど
で
期
間
は
９

カ
月
。
考
え
方
は
、
地
震
等
の
災
害

を
想
定
し
た
防
災
備
品
や
施
設
の
た

め
の
も
の
と
し
て
、
国
が
給
与
に
よ

り
意
識
付
け
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

時
間
外
勤
務
手
当
は
削
減
努
力
が

必
要
で
あ
る
。
残
業
の
ル
ー
ル
は
。

　

課
に
よ
っ
て
は
、
年
末
に
業
務
が

集
中
す
る
事
例
も
あ
る
が
、
や
み
く

も
で
は
困
る
。
行
政
会
議
に
お
い
て

管
理
職
が
実
情
を
把
握
し
、
時
間
外

勤
務
の
事
前
命
令
を
依
頼
し
た
。

　

市
民
税
と
固
定
資
産
税
の
増
額
は
。

　

滞
納
整
理
の
効
果
な
ど
に
よ
り
、

収
納
率
が
向
上
し
た
こ
と
が
増
額
の

要
因
。
退
職
所
得
が
増
加
し
た
こ
と

も
市
民
税
増
額
の
要
因
で
あ
る
。

　

都
市
計
画
事
業
債
の
増
額
理
由
と

内
容
は
。

　

越
谷
吉
川
線
街
路
整
備
事
業
の
事

業
費
増
に
伴
い
、
市
の
負
担
金
が
増

額
し
た
こ
と
。
市
施
工
分
に
つ
い
て

の
国
庫
補
助
金
が
確
定
、
市
債

負
担
が
減
る
こ
と
か
ら
、
増
減
で

１
０
９
０
万
円
の
増
額
補
正
と
な
っ

た
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　

石
綿
管
の
布
設
事
業
は
計
画
通
り

実
施
さ
れ
て
い
る
か
。

　

平
成
30
年
目
途
に
進
め
て
い
る
が
、

若
干
の
遅
れ
が
出
て
い
る
。

　

給
水
人
口
の
伸
び
と
分
担
金
の
妥

当
性
は
。

　

給
水
人
口
は
増
え
て
い
る
が
、
１

人
当
た
り
の
使
用
料
は
大
幅
に
減
っ

て
い
る
。
分
担
金
は
、
20
ミ
リ
口
径

で
平
成
９
年
か
ら
30
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
設
備
投
資
等
に

見
合
う
も
の
と
考
え
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

民
生
費
の
障
害
福
祉
費
に
つ
い
て
、

障
が
い
児
補
装
具
費
の
増
額
理
由
と
、

給
付
の
内
容
は
。

　

当
初
見
込
み
に
対
し
、
給
付
実

績
が
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
増
額

で
あ
り
、
内
容
は
、
車
い
す
が
約

３
８
０
万
円
、
座
位
保
持
装
置
と
下

肢
装
具
で
２
０
０
万
円
超
と
な
っ
て

い
る
。

　

民
生
費
の
児
童
福
祉
施
設
費
（
民

間
保
育
園
分
）
に
つ
い
て
、
保
育
士

等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
の
対
象

人
数
と
処
遇
改
善
の
把
握
方
法
は
。

　

保
育
士
だ
け
で
は
な
く
各
園
の
判

断
で
調
理
員
な
ど
も
含
め
て
対
象
と

な
る
た
め
、
人
数
に
つ
い
て
は
把
握

し
て
い
な
い
。
国
と
し
て
は
１
人
平

均
月
額
８
０
０
０
円
を
想
定
し
て
い

る
が
、
各
民
間
保
育
園
の
判
断
で
、

均
等
配
分
や
勤
務
年
数
に
応
じ
た
傾

斜
配
分
等
も
あ
る
。
処
遇
改
善
は
、

現
在
、
計
画
の
段
階
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
形
で
処
遇
改
善
を
行
っ
た
か

は
今
後
、
実
績
報
告
と
い
う
形
で
報

告
さ
れ
る
。

　

保
育
士
の
賃
金
格
差
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

国
の
賃
金
構
造
基
本
統
計
調

査
に
お
い
て
、
保
育
士
は
月
額

21
万
４
２
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

全
職
種
平
均
の
33
万
円
と
比
べ
低

い
。
各
保
育
園
に
は
定
め
ら
れ
た
保

育
単
価
に
基
づ
き
運
営
費
を
出
し
て

い
る
が
、
吉
川
市
は
「
そ
の
他
の
地

域
」
に
区
分
さ
れ
て
い
る
た
め
、
東

京
等
と
比
べ
低
い
水
準
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
市
議
会
で
も
請
願

が
採
択
さ
れ
た
が
、
地
域
区
分
に
つ

い
て
は
要
望
書
を
提
出
し
、
見
直
し

を
求
め
て
い
る
。

　

教
育
費
の
学
校
管
理
費
に
つ
い
て
、

小
中
学
校
の
管
理
用
備
品
購
入
費
の

内
容
は
。

　

平
成
26
年
度
に
美
南
小
学
校
は
６

学
級
、
中
央
中
学
校
は
３
学
級
が
増

え
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
児
童
生
徒
用
の
机
、
椅
子
な
ど
、

及
び
南
中
学
校
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
で
使

用
す
る
備
品
を
購
入
す
る
も
の
で
あ

る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算

　

コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
状
況
は
。

　

平
成
18
年
５
月
か
ら
実
施
し
、
コ

ン
ビ
ニ
店
舗
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
利
用
件
数
は
前
年
度
対
比

１
％
ず
つ
増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
沼
東
部
地
区
計
画
を
こ
の
時
期

に
加
え
る
理
由
は
。

　

平
沼
周
辺
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
案
が
都
市
計
画
審
議
会
に
お
い
て

議
決
さ
れ
た
た
め
。賛成

全
員
で
可
決

◆
市
道
の
路
線
認
定
及
び
廃
止

　

認
定
す
る
道
路
は
登
記
さ
れ
て
い

る
の
か
、
駐
車
は
禁
止
か
、
舗
装
は

透
水
性
か
。

　

武
蔵
野
操
車
場
跡
地
地
区
の
道
路

は
、
市
の
名
義
に
な
っ
て
い
る
。
駐

車
禁
止
は
ま
だ
で
公
安
委
員
会
対
応

と
な
る
。
透
水
性
は
一
部
歩
道
部
分

に
施
さ
れ
て
い
る
が
車
道
部
分
は
な

い
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　

犬
の
登
録
件
数
は
。
ま
た
不
適
切

な
行
為
は
ど
の
程
度
か
。
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
な
普
及
啓
発
を
実
施
し
て

き
た
の
か
。

　

登
録
件
数
は
４
２
０
７
頭
、
不
適

切
な
行
為
は
犬
の
糞
の
放
置
な
ど
で

あ
る
。
犬
の
し
つ
け
教
室
の
開
催
、

広
報
掲
載
、
啓
発
看
板
の
配
布
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
。

　

市
道
３
―
３
６
９
号
線
舗
装
新
設

工
事
に
つ
い
て
、
幅
員
2.4
メ
ー
ト
ル

～
4.5
メ
ー
ト
ル
、
延
長
80
・
７
メ
ー

ト
ル
で
、
補
正
額
48
万
３
０
０
０
円

増
だ
が
こ
の
金
額
で
工
事
が
で
き
る

か
。

　

改
良
工
事
費
と
新
設
工
事
費
が
あ

る
が
、
工
事
額
が
確
定
し
た
た
め
減

額
補
正
し
た
も
の
に
、
市
道
３
―

３
６
９
号
線
舗
装
新
設
工
事
費
を
差

引
い
た
額
を
記
載
し
た
。

　

自
転
車
駐
車
場
管
理
業
務
委
託
事

業
で
吉
川
美
南
駅
西
口
の
利
用
の
推

移
は
。

　

４
月
か
ら
使
用
料
有
料
化
を
行
い
、

４
月
時
点
、
定
期
利
用
は
３
９
７
台
、

一
時
利
用
は
一
日
平
均
60
台
で
あ
っ

た
が
、
12
月
現
在
４
３
２
台
で
満
車
、

一
時
利
用
一
日
平
均
80
台
で
あ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

賛
成
多
数
で
可
決

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算

賛
成
多
数
で
可
決

　議案や請願は詳細に審査するため、担当常
任委員会に委ねられ、専門的に審査されます。
　主な審査内容を各常任委員長が要約してお
知らせします。

常任委員会の審査から

委員による市道の現地視察


